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Ⅰ．　は　じ　め　に

　令和元年に，「健康寿命の延伸等を図るための脳卒
中，心臓病，その他の循環器病に係る対策に関する
基本法」が施行され，令和 2年に，国の「循環器病
対策推進基本計画」が策定された。
　広島県では，令和 3年度，基本法第 11条第 1項に
基づき，国の計画を基本として，広島県の循環器病
に係る実情を踏まえ，その特性に応じた「広島県循
環器病対策推進計画」を策定した。計画策定にあた
り「広島県循環器病対策推進協議会」を立ち上げ，
心血管疾患における「保健医療及び福祉に係るサー
ビスの提供体制の充実」の施策の推進のための検討
を行った。その結果，広島県独自の疾患毎の地域分
布，救急搬送・治療・転帰等の実態に関するデータ，
いわゆる「レジストリー研究」の必要性が示唆され
た。既存のデータに加え，各医療機関に協力を依頼
し，これらの実態を把握できるデータを収集・分析
し，本県の心血管疾患における，発症予防，応急手
当・病院前救護，救急医療，リハビリテーション，
再発予防に関するより実効性がある施策の展開を目
指すため，令和 4年度から本委員会にて検討を行っ
ているところである。
　令和 5年度は，上記「レジストリー研究」に加え，
令和 4年 3月に策定した「広島県循環器病対策推進
計画」（以下，「県計画」という。）の計画期間が終了
することから，次期計画についても検討を行った。
　また，急性心筋梗塞等の虚血性心疾患後の LDLコ
レステロール（以下，「LDL-C」という。）マネジメ
ントの重要性を一般に十分普及できていないという
問題提起及び LDL-C管理に資する地域連携クリニカ
ルパスの発案があり，委員の賛同を得て具体案等の
検討も行った。

Ⅱ．　具体的な委員会報告

　1． 令和 5年度第 1回委員会：令和 5年 7月 20 日
（木）オンライン開催

　2． 令和 5年度第 2回委員会：令和 6年 3月 1日
（金）オンライン開催

【協議事項】
（1）第 2次広島県循環器病対策推進計画について
　第 2次県計画は，現計画策定から間もないことか
ら，現計画の大枠を維持しつつ，進捗状況や国の第
2期基本計画を踏まえて，必要な修正を加える。医
療法に基づき策定する「医療計画」において「脳卒
中」及び「心筋梗塞等の心血管疾患」は 5疾病とし
て位置付けられており，同計画との一体化により，
機能的かつ効果的な施策の実施及び進捗管理が期待
できることから，本計画の内容を広島県保健医療計
画に包含し，次期広島県保健医療計画（第 8次） に
おける「脳卒中」及び「心筋梗塞等の心血管疾患」
の項並びに関連部分を，県計画（第 2次）として位
置付ける。また，令和 5年度に健康ひろしま 21 や高
齢者プラン等の保健・医療・介護に係る県計画を一
斉改定予定であり，それらの関連計画との調和を図
ることとした。
　第 2次県計画には，循環器病に対する適切な支援
方法などの一貫した情報提供・相談支援体制が十分
でないという課題を踏まえ，循環器病にかかる専門
的な知識を有し相談対応や情報提供の中心となる連
携病院を設置する等により，広島県全体の循環器病
患者に対する包括的な支援体制の充実を図る旨追記
された。数値目標については，それぞれの項目で令
和 3年の圏域最高値や令和 3年の全国平均値が採用
され，その妥当性について委員から意見はなかった。
　第 2次県計画については，広島県医療審議会を経
て決定し，県ホームページに全文が掲載されている。
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（2） 心筋梗塞二次予防患者への LDLコレステロー
ル管理に関する地域連携パスについて

　第 1回委員会では，西岡委員より，パスのたたき
台が示され，今後市民公開講座や開業医向けの研修
会等を企画していく旨の提案があった。パスは鹿児
島県や香川県での取組を参考に，お薬手帳に貼付で
きる形式とした。医師のみならず，県薬剤師会，県
病院薬剤師会を通じ薬剤師の協力を得て，退院時説
明で薬剤師の助言により LDL-C値を目標値に近づけ
ることを想定している。お薬手帳に貼付するには文
字が小さい等の意見があり，図の簡便化や数値記入
欄の再検討を行いながら，パスの完成を進めること
で委員の了解が得られた。
　第 2回委員会では，資料 1のとおりパスの完成案
が示された。令和 6年 7月から運用を開始する予定
で，県内PCI施行 17 施設にステッカーを配布し，対
象患者に対し，退院時の指導後にお薬手帳に貼付す
ることとする。お薬手帳の更新の際はかかりつけ医
やかかりつけ薬局において更新を行うが，問合せ対
応主体等を検討していくとともに，講演会を行いパ
スの普及を図ることとなった。

【報告事項】
（1）広島県心血管疾患レジストリー研究について
　高橋副委員長から広島県心血管疾患レジストリー
研究の進捗状況について，報告があった。
　第 1回委員会では，広島大学での倫理審査のため，
対象医療機関からの情報提出依頼中であり，資料が
整った後に中央審査申請が予定されていること，対
象医療機関に三次地区医療センターが追加され，18
医療機関での研究となること，調査票の患者属性に
居住地の郵便番号が追加となったことの説明があっ
た。

　第 2回委員会では，患者の承諾について，オプト
アウトの方式に変更することについて説明があった。
患者に直接確認する事として倫理審査を行った 5施
設についてオプトアウトに変更するよう連絡を行っ
ている。また，スマートフォンでの入力が可能とな
るようWeb入力フォーマット（RED Cap）の改修も
進んでいるところで，令和 6年 6月から研究を開始
し，半年間の期間でデータ収集予定である。
（2） 広島県脳卒中・心臓病等総合支援センター事

業について
　令和 4年度から開始された厚生労働省の脳卒中・
心臓病等総合支援センターモデル事業は，専門的な
知識を有し，地域で中心的な役割を担う医療機関に
脳卒中・心臓病等総合支援センターを配置し，県と
連携しつつ地域の医療機関との協力体制を強化し，
患者支援体制の充実を図ることとしている。
　広島大学病院が令和 5年度モデル事業施設に採択
され，院内に循環器病患者・家族の相談支援窓口の
設置，地域住民を対象とした循環器病について予防
に関する内容も含めた情報提供と普及啓発等の取組
を実施した。モデル事業は 1年間であることから，
令和 6年度からは広島県の事業として，二次医療圏
域毎の急性期病院や各種職能団体との連携体制を構
築する予定である。
（3） 心筋梗塞・心不全手帳の改訂に向けた取組に

ついて
　心臓いきいき推進会議からの報告として，安信委
員より心筋梗塞・心不全手帳の改訂に向けた取組に
ついて説明があった。令和 6年度，心筋梗塞・心不
全手帳の改訂を協議する委員会を立ち上げ，令和 7
年度完成予定。改訂版については地域保健対策協議
会において諮られる予定である。
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 かかりつけ医に送付する連携パス 

 目立つところにマモルくんシール 

 PCI 実施施設でお薬手帳のトップに 

資料１ 資料　1
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委員長　中野由紀子　広島大学大学院医系科学研究科循環器内科
委　員　池永　寛樹　広島大学大学院医系科学研究科循環器内科学
　　　　今井　克彦　呉医療センター・中国がんセンター
　　　　上田　浩徳　県立広島病院
　　　　岡田　武規　広島赤十字原爆病院
　　　　小田　　登　広島市立北部医療センター安佐市民病院
　　　　小野裕二郎　東広島医療センター循環器内科
　　　　片山　　暁　広島市立北部医療センター安佐市民病院
　　　　片山桂次郎　広島大学大学院医系科学研究科外科学（心臓血管外科）
　　　　後藤　賢治　福山循環器病院
　　　　小林　真紀　広島市健康福祉局保健部医療政策課
　　　　佐藤　克敏　JA尾道総合病院
　　　　志馬　伸朗　広島大学病院高度救命救急センター
　　　　荘川　知己　JA広島総合病院
　　　　杉野　　浩　呉医療センター・中国がんセンター
　　　　髙橋　信也　広島大学大学院医系科学研究科外科学（心臓血管外科）
　　　　田中　幸一　市立三次中央病院
　　　　坪河　　太　公立みつぎ総合病院（広島県リハビリテーション支援センター）
　　　　中西　敏夫　広島県医師会
　　　　西岡　健司　広島市立広島市民病院
　　　　西野　繁樹　広島県医師会
　　　　濱本　正樹　JA広島総合病院
　　　　久持　邦和　広島市立広島市民病院
　　　　平賀　正文　広島市医師会
　　　　三井　法真　県立広島病院
　　　　向井　省吾　福山循環器病院
　　　　村岡　裕司　土谷総合病院
　　　　森島　信行　JA尾道総合病院
　　　　森田　　悟　東広島医療センター
　　　　安信　祐治　三次地区医療センター
　　　　山下　十喜　広島県健康福祉局健康づくり推進課
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